HITACHI 

Inspire the Next 



このたびは日立 na クッキングヒーターをお買い上げいただき、まことにありが 

とうございました。この取扱説明書をお読みになり、正 あ^い <_ 

お読みになったあとは、設置工事説明書、保証書、 之^ ill 顯 iifc ともに大切に 
が存してください。 


保証書 • 設置工事説明書別添付 


トッププレト幅 75 cm I 型式 HT — A 9 TWS (シルバ-タイプ) 

、 ゾ_ 

度弓若-造之祟 i 招〕 型式 HT - A 9 TWFS (シルバータイプ) 


日立 I IH I クッキングヒーター I 家庭用 

取扱説明書•料理集 

/-^ I 

トッププレート 幅 60 cm I 型式 HT — A 9 TS (シルバータイプ) 

(レンジフード 連動 システム 付） ) 型式 HT - A 9 TFS (シルバータイプ) 
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HT-A9TS 


HT-A9TWS 









































頓 1 1 H ヒ—夕— 

03 □ずべてが IH で快適•スピーディー 大乂力 S.QkW (左ちヒ -夕一) 毎亞因 

高乂力 1.6 kW 冲央ヒ -夕一) 〔今 P.17 ) 

〇設定した温度に油温を保つ 揚げもの温度コント □ —ル (左ちヒ-夕-) 〔今 P.gg ) 
〇湯がわいた後、自動で停止ずる 自動湯ねかし機能 (左•もヒ -夕一) 〔今 P.1 吕 ) 

〇自動でごはんが炊ける 自動炊飯機能 (左.もヒ-夕-) 〔今 P.gQ ) 

〇スープ-みそ汁などが保温できる 保温機能 (左•ち•中央ヒーター） (- >P.g4 ) 

〇ポトフ-肉じやがなどの煮込みができる 煮込み機能 (中央ヒ -夕一) 〔- »P.g 已 ) 

の ワイド&ビッグ水なしグリル 

〇さんま5尾が一度に焼ける ワイド & ビッグ庫内 
〇おいしく焼けて手間い5ず 水なし自動両面焼を 
〇気になる煙-ニオイをしっかりカット 脱臭機能付 
〇調理後庫内にこもるニオイを分解 ナノチタン消臭 

操作ちラクラク 

〇ずぐに使いこなせる * ナビ'付きワンタッチ乂かげん操作 

* 次の操作を光ってお知らせします。 

〇奥まで取り出しやずく、しかも開閉しやずい 

フルオープン&スムーズドア開閱 

@ レンジフード連動システ公 ^ 

〇ヒーターを通電ずるとレンジフードが自動のに運乾し、ヒーターの通電を停止ずると 
約3分後にレンジフードを停止しまず。（レンジフード連動システム付のみ） 



IH 加熱の原理 


うず電流 


磁力線 


コイルに電流を流すと磁力線び発生します。この磁力 
線の中に鍋を置<と、鍋に5ず電流び発生し、鍋の電 
気抵抗によって鍋自体び発熱します。 


加熱コイル 


トッププレート 
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安全上のごま意 


么を険 
么警告 
么ま意 


ぉこの巧おは一お現庭用です。業巧用にはお巧いにな5ないでくださし、。 

この巧巧説明ちおよびが品への表示では、製品を巧をに正し<お巧いいたださ.あなたや 
化の人々への危害やが産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。 
その表をと S 巧は次のよラになつています。内容をよ<理巧してから本文をお巧みください。 


この巧示をお巧して、誤った巧0巧い 
をすると、人び死 t： または重傷を負ラ 
を巧びまし迫っていることび想定され 
るの容を示しています。 

この表示を無規して、誤った取り巧い 
をすると、人び死こまたは a 傷を負ラ 
ことび想定ごれる巧容巧示しています。 

この表示を無視して、おった取0巧い 
をすると、人が傷害を負ラことび想定 
されるひ、または物的巧奋の発生びお 
定される内容をおしていまず。 


A 筒埃 


改造はしない 

修理巧術を外の人は、分解したり、修理を巧わない 

火が-巧巧-けびの原因 

修理はおちい上げの巧巧巧または 

別紙のに巧験お功のお□にご相談ください。 



分解窝止 


A 警告 


水めれ留止 


譜織碟 SS 竊離 Q 

巧巧 • やけど-けびの原因 


アースを確実に取り付ける 
な巧-巧巧による巧巧の原因 
アースの取り付けはお S い上げの巧巧店に 
ご巧験ください。 


运源コードやプラグがなんでいたり、 
コンセントの黃し込みがゆるいときは 
使用しない 


カーテンなどの可漁物の近くで使用し 
ない 

火災の原因 


急 

巧なだよ 

0 


0 


吸*排気カバーやずを間にピンや針金 
などの異物を入れない 
吸気口 -排気口に指を入れない 

忠巧や異巧巧作によるけがの原因 


トッププレートの上に乗ったり、巧を 
落としたり、お巧を加えない 

万一ひびび入った0吾!れた巧合、 

そのまま使用ずると遏爵や異巧 
故作、巧巧の原因 


這巧スイッチと巧用回巧の 
ブレーカーを切って使巧を 
や止し、すぐに修理を巧巧 
してください。 


0 


0 
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本体前方に物を置かない 

乂災の原因 


Q 


A 警告 


揚げらの調理中はそばを離れない 

火災の原因 



•付属の天ぷ5鍋 m 外は使わない。 

•鍋は中央に置いてください。 

•底に凹凸やそりのある鍋で揚げものをしない。 

•必ず揚げもの温度コント□ールを使用し、付属の天ぷら 
鍋で調理してください。 (- »P.gg ) 

♦油は己00呂（0.己61_)未満では調理しない。 

油は已日日 g (0.56L) 〜8日日 g (0.9L) の範囲で調理し 
て < ださい。 

鍋び違ったり油の量び少ないと、油び過熱され発火する 
恐れびあります。 

また油の量び多すざると、あふれてやけどや火災の原 
因になります。 

•炒めちの•焼さちのなど油を使う料理をするとさちそばを 
離れないでください。また、加熱し過ぎないように乂力を調 
節してください。 


トッププレートの上に物を載せない 

火災-故障の原因 

下記の物は特に注意して < ださい。 

•可燃物や引乂物 
ふさん•紙•アルミホイル•油など 
•磁気の影響を受けやすいちの 
キャッシュカード、磁気テープ、自動改札用 
定期券、時計、ラジオなど 


トッププレートの上に鍋、やかん、フ 
ライパンなどの調理器具 m 外のらのお 
よびカセットコン□-ボンベなど鍋じ ( 
外のらのは置かない 

乂災-爆発-やけどの原因 


使用後は電源を切る 

乂災の原因 

•使わないとさは、パネル操作部を収納して電 
源を切ってください。長期不在のときは、専用 
回路のブレーカーを切ってください。 


Q 


0 


〇 


A 注意 


使用中や使用後しば5 くはトッププレー 
卜やグリルドアおよび庫内などの高温 
部に触れない 

やけどの原因 

特に鍋をおろした直後は、トッププレートび熱くなつてい 
るため、手を触れないでください。 


接触禁止 





他の器具（ガスコン□など）であ5かじ 
め加熱した油を使わない 

揚げちの温度コント□ールび働かず、異常過熱 
し、火災の原因 


空だをや必要上に加熱をしない 

鍋やトッププレートの破損の恐れ 
過熱により調理物の発火、やけどの原因 
※鍋底の薄いもの、そっているフライパンや鍋 
は強火で予熱するとホ熱する場合びあります。 
※空ださなど異常に高温になった場合、トップ 
プレートび変色することびあります。 


Q 

Q 
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調理 m 外の用途に使用しない 

火災-故障の原因 


0 




























ま全上のごミ主意（つづさ) 


A 迂思 


乂気を近づけない 

感電-漏電の原因 


Q 


鍋は不安定な状態で使用しない 

不安定な状態のまま使用すると、本体の損傷や 
鍋の落下によりやけどやけびの原因 


Q 


吸•排気カバーをふさいだり、吸•排気 
カバー付近に手、顔、鍋のとってを近 
づけない 

火災-やけどの原因 


0 


鍋-鍋のとつてなどの高温部に触れない 

やけどの原因 


接触禁止 


トッププレートの表示窓や上面操作部 
の上に、熱い鍋などを置かない 

故障の原因 


Q 


鍋の下に紙やシートなどを敷かない 

鍋の熱で紙び焦げたり、発乂•故障の原因 


Q 


トッププレートの上に直接食ネオを置い 
て調理しない 

発乂.異常動作の原因 

•魚を焼いたり、しょうゆ•汁などびたれる調 
理はしない。 


Q 


宙詰やアルミ製容器（うどん等が入った 
簡易容器)、アルミ道など、鍋 m 外のらの 
を載せない 

破裂したりホ熱して、やけどやけびの原因 
•スプーンなどの金属製小物を載せない。 


Q 


揚げらの調理中は、飛び散る油に注意 
する 

やけどの原因 



グリル使用中に調理物び発煙•発乂した 
場合は、すぐに電源を切り、次の手順で 
消乂する 

乂災の原因 



•消乂ずるまでグリルドアを開けない 

(空気び入り、炎び大さくなります。） 


使用中は本体か5離れない 

調理物び発火する恐れ 

※本体から離れるとさは、必ず電源を切ってく 


0 


① 電源スイッチを切る 

② 吸-排気カバー全体をめれたタオルでふさぐ 

※このとさグリルドアの周囲から煙び出ます。 

③ ブレーカーを 切る 


ださい。 


•グリルドア（ガラス窓）に水をかけない。 
(ガラスび割れます。） 


お手入れは本体が冷えてか5行う 

やけどの原因 




6 


グリルを使用ずるとき 


使用中や使用後はグリルドア（ガラス） /TN 
に水をかけない iXJ 

高温になっているところに水をかけると割れる 
恐れ 

受皿には、例えば水、アルミホイル- 
クッ夺ングシート•才ーブンシート • 

グリル石などを入れて使用しない 一 

油び過熱し、発煙•発火する恐れ 

また、自動（オート）調理びうまくできない原因 

グリルドアを持って勢いよく引き出し /TN 
たり、持ち上げなが!5引き出したり、 

またグリルドアやレールに上か5強い 
力を加えたりぶ5さび5ない 

グリルドアや受皿-焼網などび落下して、 

やけどやけびをしたり、破損の原因 

グリルの庫内やレール-ホルダーや受 
皿は、魚などの油がたま5ないよう使 mm 
用の都度掃除し、定期的にお手入れを ^ 
する 

火災-故障の原因 

※続けて使用するとさは、受皿にたまった油を 
捨て、巧れをされいに落としてください。 

使用中や使用後は、グリルドア、焼網、 

受皿、レールは高温になつているので、 mm 
お手入れをするときは十分冷えている ^ 
ことを確認してか5行う 

やけどの原因 

お願い 

トッププレートの上で、 I 回ジャー炊飯 /TN 
器など電磁誘導加熱の調理機器を使わ iNJ 

ない 、ク 

磁力線により本製品び故障する原因 

左•ち•中央ヒーターは磁力線び出ている 
ため、磁気に弱いらのを近づけない iNJ 

•ラジオ-テレビ-補聴器など（雑音の原因） ^ 

•キャッシュカード-磁気テープ-自動改札用 
定期券など（記憶び消える原因） 

夺ャビネット（本体下側）に調味料•食 /TN 
品などを置かない 

排熱により、調昧料-食品などの変質の原因 

酸の強い食品びついた場合は 

すぐふきとる mm 

ジャム、レモン汁•梅を使った食品など 放置す^^ 
ると、トッププレート、プレートワクび変色す 
る原因 

操作部に煮汁などを付けたまま収納し 

なぃ じゾ 

煮汁び固まってパネ j レ操作部び開かな< なる恐れ 

プレートワクを鍋底でこすったり、 /TN 
プレートワクに熱い鍋を置かない 1 V 

ステンレスの傷付さ-変色の原因 

ビルトインオーブンレンジと組み合わせ 
て使用の場合、グリルドアのとごての mm 
温度に注意する 

オーブンレンジの排気でグ U ルドアのとってび熱く 
なる場合びあります。 

IH クッキングヒーターを使っていなくてち、オー 
ブンレンジを使うと吸-排気カバー部び熱くなる場 
合びあります。 

鍋のふたを置かない /TN 

乂災 • 故障の願 
※ヒーターび入ると加熱されます。 


{女全上のご注意 
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各部のなまえとはた 5 き 


上面操作-表示窓 


♦上面表示部 

送信部（レンジフード連動システム付のみ） 
左 ヒーター 表示 


送信部（レンジフード連動システム付のみ） 

乂カバー 火力を表示します。 


中巧 ヒーター 表示 


ろ ISHP 班 


1 ^温ぶ喜鍋おぶ保温幫込みタイ 7 —残り 0*00 


ち ヒーター 表示 


iJULJJJUL 

顧み:朝と{お !^] PI I 


◊液晶表示び火力に応じて3色に光り、「1」〜「12」で火力の設定状態をお知らせします。 

※液晶表示は、左•右•中央ヒーターの操作を終えてから約10秒後に減光します。再度操作をすると、もとの明るさに戻ります。 


PIL 


I 


1 


高湿注意 


3 f » 


剧 


とろ乂 •弱乂 


U 


•こ J 


中乂 

&』〜『8』 


強乂，八イパワー 

『•こ!』〜『{み 


※表示窓の上に高温の鍋を置くと、液晶表示び黒くなることがあります。黒くなった場合は鍋をおろし、しば5く放 
置ずるともとに戻りまず。 


♦上面操作部 

乂カ キー 


中央ヒーター切/スタートキーメニユーキー •保温、煮込みの設定 
タイマーキー タイマー夺一 乂力夺ー タイマーキー 


[の/京 づ 


とろ义弱义中义^強义 


qp 


左ヒーター切/スタートキー 


向5 面/る-卜 ] Q 心る- 卜 ] Sx I 向田 

設定夺 - ^ ちヒーター切/スタート夺一 


• 乂力調節 • タイマー時間設定•保温、煮込みの調節 


メニュー幸一 •揚げちの、湯わかし、保温、炊飯の設定 


設定 キー 
•乂力調節•タイマー時間設定 

• 揚げちのの温度設定、炊飯湯わかしの仕上びり調節、保温の調節、炊飯カップ数の設定 




付属品 


♦天ぷ! 5 鍋 

鳳ずもの調理をずるときに使います。 




約18日 mL (約1合) 


※他の調理（炒めちの • 煮ちのなど） 
に使用しないでください。天ぷら鍋 
びさびたり、トッププレートび変色す 
る恐れびあります。 

♦計量カップ 

自動炊飯の米の計量専用に使います。 


部品の交換 • 追加購入 2006年8月現在 


口 |3 ロロる 

部品番号 

希望ル売価格 

焼 網 

(消耗部品） 

HTB - A 9 S 010 

1，575円 

(税抜1，己00円） 

受 皿 

(消耗部品） 

HTB - A 9 S 012 

2,已20円 

(税抜2,400円） 

天ぷ5鍋 

HTW -4 DF 024 

2,625円 

(税抜2,已00円） 


お買い上げの販売店にご相談ください。希望小売価格は価格 
改定に伴い変更する場合びあります。 


♦前面表示部 


電源ランプ 





電源スイッチ 

(電源の入/切) 


チャイルド□ックランプ 


グリル表示窓 


グリル操作部 — 

• 自動調理 

i -» P .30 l 

•手動調理 

林 P . の 

• 追加焼さ 

林 P .32 1 


目の不自由な方び、鍋を左•ちヒーターの中央に置 
くための目安です。 


吸•排気 カバー 

中に吸気□と排気□びあります。 


中央ヒーター (1.6 kW ) 


と t —夕— O . OkW ) 

( IH ヒーター） 


( IH ヒーター） 

(使いかた (今 P .17 )) 


(使いかた (今 P .1 目）） 

1煮る U 蒸ず II ゆでる1 


1 煮る U 焼< II 炒める 1 

1保温 II 煮込み1 


1 蒸ず II ゆでる II 揚げる1 


沸かず ] に炊飯||保温; 


送信部 

レンジフードへ赤外線信号を送 
信します。（レンジフード連動 
システム付のみ） 


トツププレート 



電源〕ード 


プラグ 


I 、た (^ P .30 い 


左ヒーター O . OkW ) 

( IH ヒーター） 

(使いかた 0» P . l 目）） 


1 煮る II 焼< 1 

1炒める1 

1 蒸ず II ゆでる 1 

1揚げる1 

1沸かず II 炊飯 II 保温1 



グリル 

(詳しくは (今 P .10 )) (使いた 


凸 マー ク （4 ケ 所） 


使用するとさは扉の中央部 
(マーク部)を押して開さます 


パネル操作部開放時 



※収納するとさも扉の中央部(マーク部)を押してください。 


前面表示部-パネル操作部 


♦パネル操作部 (使用するとさは扉を押して開さます） 

レンジフード操作部 （レンジフード連動システム付のみ） 如. 33 ) 


丸焼き•切身•ひちの•つけ焼き手動 
ピザ•グラタン•が臟き這温ま意 


弱中強 


…" •グの 厂-、|| •…" 

にュ- il 臓き I の/ス外 

化 W 嘴 I 一 


焼きかけん.時間 タイマー 



の 鄉 


〇 


Q 


設定キ - 

• グリル焼さかげん設定 I 今 P .30 ) 
•タイマー時間設定 (- > P .31) 


タイマ—夺一 
グリルクリ 


レンジフード 

の読!照明 

»•€* —一 巧— 

チヤイ ル!^ 
□ック 於 



—ニング夺一 [今 P .37 


□ツクをするときや解除すると 
さは電源スイツチを入れキーを 
3秒間押す。 

I ヒーター使用中は□ツクでさません。 
I 電源スイツチを切ってち（また 
はプラグを抜いても）記憶して 
います。 

I □ツク時は、前面表示部のチャ 
イルド□ツクランプび点なします。 


各部のなまえとはた5き 






















































































































































































































各部のなまえとはた 5 を（つづさ) 


で < ださい。 


X 


♦ 


フ□ン 



•グリル 


ホルダー 


レール 


(お手入れ (今 P .3 目）） 


グリル 



グリルドア 


魚焼さ] [ グルメ 


クリル （ l . SkW ) 

(上•下ともシーズヒーター） (使いかた (^ P .30 ) ) 

庫内の上部に触媒用ヒーター (3 日日 W ) びあります。 


焼網 (消耗部品） 

レール 


受皿-焼網のつけかた-外しかた 


•焼網をセットするとさは焼網の支え部をグ U ルの手 
前にしてのせてください。 

※のせる向きを逆にすると、本体に取り付けられません。 
•受皿をホルダーにセットするときは、グリルドアやホ 
ルタ'一の接続部に当たらないようにのせてください。 
※グリルドアやホルダーの接続部に当たってのせると、 
本体に取り付けられません。また、下ヒーターに直 
接のせないでください。 

※グ IJ ルドアはフ□ントグリルに密着するまで押し込ん 


支え部 


焼網 (消耗部品） 


受皿 (消耗部品） 




グリルドア 


グリルドア 


安全機能 


過熱防止自動停止機能 

(本イ本、左•ち•中央ヒーター） 


吸•排気カバーびふさびれていたりして、本体内部び異常に高温になったり、鍋底 
の温度び異常に上びると、ブヴーび鳴り、通電を停止します。 


鍋無し自動停止機能 

(左•ち•中央ヒーター） 


調理中に鍋をおろしたり、位置を大きくずらすと、約3日秒後にブヴーび鳴り、通 


^ 調理中に鍋をお^ 
' 電を停止します。 


小物検知自動停止機能 

(左.ち.中央ヒーター） 


¥ 


誤ってナイフやフオークなどの金属小物や、直径の小さい鍋を載せてヒーターを 
通電すると、約3□秒後にブヴーび鳴り、通電を停止します。 


揚げもの鍋そり検知 
自動停止機能 

(左•ちヒーター） 


揚げちの温度コント□ール使用時、鍋底に約上のそりびあったり、変形し 
ていると、ブヴーび鳴り、通電を停止します。 


局温ま意表 W 


トッププレートやグリルの温度び高温であることを、トッププレートの場合は上 
面表示部に、グ IJ ルの場合はパネル操作部に表示します。 


切り忘れ防止 
自動停止機能 


各ヒーターまたはグ U ルを使用し、一定時間経過すると通電を停止します。 
(左•も•中央ヒーター…操作後約4已分、グリル(手動調理）…約3日分） 


待機時消費電力 
オフ機能 


調理終了後、約4已分経過すると自動的に電源ランプび消え電源を切り、待機時消 
費電力を節約します。（高温ミ主意表示を行っているとさは働さません。） 


チャイルド□ック 


小さなお子さまなどび触っても作動しないように□ックびできます。 


I メ □デイー機能について . 

ブヴーに切り換えるとさは、電源を入れ、全てのヒーターの通電を行っていない状態でパネル操作部のグ U ル操 
作部のタイマー©を3秒間押します。「ピピッ」とブヴーび鳴ったら切り換え終了です。同じ操作でブヴーを 
メ□ディーにもどすことびできます。（この時は、メ□ディーび鳴って切り換え終了です。） 


■ヒーターの同時使用について 


• ヒーターの合計消費電力び已 .8 kW または 4.8 kW (設置工事時に設定）(内で使用でさます。 

•ヒーター使用時他のヒーターを使用しよラとした際、「ピピピッ」とブヴーびなってキーを受け付けない場合 
は、ヒーターの合計消費電力び超えていますので、他のヒーターの火力を下げてから使用してください。 

•グ U ルを使用する場合は、左ヒーターび火力「9」に下びり、ヒーターの合計消費電力び已 .8 kW または 
4.8 kWiU 内の場合に使用でさます。 

•揚げちの、湯わかし、炊飯は同ーメニューを左•ちヒーター同時には使用でさません。 


■吸•排気について 


使用中、本体内部の温度上昇を抑えるために冷却フアンび作動し、吸•排気カバーから吸気、排気を行います。 
• 冷却フアンの作動音びしますび、異常ではありません。 


各部のなまえとはた5さ 


11 




































































使える鍋について 

◎鍋の材質により、使える鍋と使えない鍋がありまずので、お確かめください。 


お手持ちの鍋の確認のしかた(左ヒーターで確認ずる場台) 


水に00 mL 程鼠を入れ、左ヒーターの中央に置く。 

0 


を入れる。 


電源 

の/入 [ _ 

• 電源スイッチをブヴーび鳴るまで押してください。 
•電源ランプび点なします。 

乂力夺一のぶ^夺一を}甲ず。 

Q 上面操作部の夺一を巧ず。 



使える銅 


〇 


乂 カバーが 点り■しまず。（通電を開始) 


Jib 


巧えない銅 


X 


乂カノ く一が交互に点なしまず 


1 

高温を意 i 確認 

♦ 

1 

1高温織臟 . 11 


※表示窓の液晶表示びホ < 点灯し、「鍋確認」を表示します。 
※約3□秒後ブヴーび鳴り表示び消え、通電を停止します。 



確認後はヒーターの通電を停止し、1震!_ ] を巧し 
て電源を切る。 


※左ヒーターで使えない場合は、ちヒーターで同様に確認してくださし、。 


鍋についてのご注意 

※加熱できても、調理中に火力び弱くなったり、重さ•形状によって 
は鍋び動くものもあります。また、鍋底に凹凸（そりや脚）びある 
鍋は使えない場合びあります。（トッププレートの変色•破損の原 
因になります。） (- » P .13 ) 

※鍋底の厚さび1 mm 未満の薄い鍋は、鍋底び変形することびあり 
ます。炒めちのはひかえ、低めの乂力で使用してください。 

※同じ火力設定でち（同じ鍋使用）左•ち • 中央のヒーターで火力び 
異なることびあります。 

※左•右•中央ヒーターで加熱中に、鍋の種類によっては音(ジー音- 
カチカチ音)び発生する場合びあります。 

これは磁力織こより鍋自体び振動するためで、製品の異常ではあ 
りません。そのまま使用してください。 

※左•ち•中央ヒーターを同時に使用した場合、鍋の種類によっては 
調理中に共鳴音「キーン」や「キューン」とし巧音びしますび、こ 
れち磁力線により鍋び振動するためで異常ではありません。 

※鍋底の水分や巧れ、異物などは必ずふきとってから使用してくだ 
さい。 

※同じ鍋でも、左•ち • 中央ヒーターで使えたり、使えなかったりする 
場合びあります。 


市販の鍋を購入ずるとき(鉄 • ステンレス • 多層鍋の場台) 


• 財団法人製品ち全協会の [MMltMUMJ 
マークのある鍋をおずずめしまず。 

(鍋の説明書をよくお読みになり鍋に適した乂力で使用 
するなど正しく安全にお使いください。） 

• 鍋底が平 5 で直径が 12 〜 26 cm のもの。 



自動調理（湯わかし、炊飯）で使える鍋について 


自動調理（湯わかし、炊飯）には、必ず I 国 mil 国 お剛邮 付 
さの鍋でち記のちのを使用してください。 

※ち記外の鍋を使用すると、自動調理（湯わかし、炊飯） 
び正しくでさません。 


〇自動湯わかし 

• 鍋底の径び1已〜 23 cm のもの 
• 鍋底び平らなもの（鍋底の凹凸（そりや脚）1 mmiU 下） 

〇自動炊飯 

•鍋底の径び18〜2日 cm 、 底の厚さ！.己 mmiU 上のちの 
• 鍋底び平らなもの（鍋底の凹凸（そりや脚）1 mmii (下） 

• ホー□一鍋は焦げつさやすいので、使用でさません。 

































































r マ,ごま 音： ♦ホー □—加工した巧を使うときは、空だきをしたり、焦げつかせないように注意してくださし、 
!.^；：告'覃.！ （ トッププレートをおおずる原因）___ 

み市巧の M をおホめになるときは、お団法人巧品巧を協会の . @ □閒 I M 返閒吨閒 マーク①ある巧をおずすめし 
まず。（巧の説巧»をよくお続みになり巧に迫した义力で使用するなど正しくまをにお使いくだごい。） 


1 鍋の材質-種お 

左•ち•中巧ヒータ ー り化-夕-) 

お 

お•巧巧お•巧ホーロー 和 被 

〇 


巧なステンレス(化石びつ <らの 18-0) 

〇 

ステン 

レス 

巧班性ステンレス 

1目-8、 18-10 ' ■ 1 ' 

•巧巧の！？さ 1.0 mmL；rF 

〇 


(おむびつかないちの） 

•巧底の厚さ 1.0 mm を超える 
ちの 

/\ 义力び窃くなる巧ちびありまず 


• 巧に巧をはさんでいるを① 

•なび 18-0 ステンレスのをの谢底に磁石びつくもの） 

巧石のつきがおいちのは、义力び 
U 巧<なる巧合びありまず 


• 問にアル S や巧巧はさんでいるをの 

加おできません 

». アルミ 
•ガラス. 

KiS'i 
II など 

ホ 巧 

Q ♦ 

如熱でをませんぷ2 

直义用 

お齡お 

• 巧面にホーロー加工したもの 

糸 

V 巧面のホーローがちけて烧きがき、トツ 
へ ププレートを破捐ずる原因にな0ます 


お1誦]間自麵離迎进マークのある巧は使用できます。 

あ2 riH で使える」と表示している±巧やガラス巧などは、おがによっては本裝品が巧陳した0、巧び巧れた0ずる場合び 
ありますので使むないで< ださしV 


を•ちヒータ ー (IH ヒ-夕 -) 巧のお状 I 中央ヒータ ー( IHt — 夕 -) 巧のお状 


• 巧底び平らで巧の直咨が _ 

12〜 26cm のもの _ Y 

〇 

•資底が平らでちの直径び _ 

1 2〜 20cm のをの nL J 

ぷ巧ち出し»はまおした0火力び 
おくなコたりする齡肺りまず。,卜 

〇 

• 巧底に 3mml；th の凹凸 1 ^ 

(そりや跑）びあるをの L>*sJ 

•が面占嘴いをの 巧 

• 底の直径び吕 6cm を超え 1-1 

るをのや、1 2cm ホ巧の、丄 J 
をの igSmrnUU : 

巧び沉いろの 

X 

巧えま 
せん 

• 巧底に 3mmLU 上の凹己 1 ド 

(そ0や脚）びあるをの し ーム、 J 

•抑 S び丸し巧の 約 3mWt — 

• ほの直逐び 20cm を超え 1-1 

るものや、 IScm 未巧の 1 ■丄 } 

もの WSmTriUU: 

eS 方?の 

X 

巧えま 
せん 


◎自面)巧わかしお奨ケト J 

品を：ケトル型式：10¢ 
希望小売证巧：み975円 
(税巧9.500円） 
2006年8月現在 


.ル 

旧346お 



G 白酉!巧飯推奨巧 


品を：兩手巧型式：106087《 
巧望か売価巧：日.825円 
(お巧反日00円） 

200目年8ち現在 


省 


ぷお W い上け觸巧店にご巧験ください。巧望ル売価培は価格改定に伴い较更する巧合びあ D ます。 









































